
関 生活や技術への関心・意欲・態度

創 生活を工夫し創造する能力

技 生活の技能

知 生活や技術についての知識・理解
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評　価　規　準　（B）
おおむね満足

判断の基準
AとBの違いなど

評価方法
場面・時期

関

安全で快適な室内環境の整え方と
住まい方について関心をもって学
習活動に取り組み，住生活をより
よくしようとしている。

安全で快適な室内環境の整え方や住
まい方の課題を具体的に考えようと
している。

・観察
・学習プリント
・定期テスト

創

安全で快適な室内環境の整え方と
住まい方について課題を見付け，
その解決を目指して工夫してい
る。

安全で快適な室内環境の整え方や住
まい方について考え，家庭生活で具
体的に実践できる方法を挙げ，家庭
生活を工夫しようとしている。

技

知

住居の機能について理解し，安全
で快適な室内環境の整え方と住ま
い方に関する基礎的・基本的な知
識を身に付けている。

安全で快適な室内環境の整え方と住
まい方の具体的な方法を理解してい
る。

関

食品の選び方について，関心を
持って学習活動に取り組み，食生
活をよりよくしようとしている。
日常食の調理に関心をもってい
る。

生鮮食品において，旬を意識して食
生活が送れている。
食品が調理される過程に関心をも
ち，調理の意義をふまえながら，作
業手順を考えようとしている。

創

食品の選び方について，課題を見
つけその解決を目指し，工夫して
いる。

収集整理した情報を活用して用途に
応じた食品の選択について考え，工
夫している。

技

簡単な調理に関する基礎的・基本
的な技術を身に付けている。

食品の表示に関する情報を整理す
ることができる。

安全と衛生に留意しながら，食品や
調理用具を適切に扱い，環境のこと
をふまえながら作業能率を考えて手
際よく調理することができる。
身近な生活の中で，食品の表示や
マークを調べ，情報を整理して食品
の選択に生かすことができる。

知

生鮮食品と加工食品の特徴を知
り，品質の見分け方について理解
している。
食品の選択における観点と，食品
の表示の意味を理解している。

食品の特徴を理解した上で，食品の
良否を見比べ，良いものを見分ける
ことができる。
食品の教示から食品の選択に必要な
内容を読み取り，理解している。

関

食品の選び方について，関心を
持って学習活動に取り組み，食生
活をよりよくしようとしている。

加工食品に含まれる食品添加物を知
り，食品選択の観点になるよう，食
生活に生かそうとしている。

創

技

知

食品添加物の用途と使用目的を理
解している。
食品の保存方法と保存期間の関係
について理解している。

食品添加物の用途と使用目的を理解
し，その内容を食品の選択に利用で
きる。
食品の腐敗や食中毒の原因と関連づ
けて，保存方法について理解してい
る。

関

環境に配慮した衣生活に関心を
もっている。

自分の衣生活を振り返り，環境や資
源に配慮した衣生活を送るためにで
きることに取り組もうとしている。

創

布を用いた物の製作に関して，材
料を無駄なく利用するように考
え，工夫している。

型紙を利用して，無駄が出ないよう
に布を有効に利用するよう考え，工
夫している。

技

安全に用具を取り扱い，目的に応
じた縫い方で布を用いた物の製作
をすることができる。

用具を適切に安全に扱い，製作品を
活用することを考えた上で，丁寧に
丈夫にミシン縫いができる。

知

製作手順に関する知識を身につけ
ている。
材料や用具の適切な選択や用具の
安全な取り扱いや目的に応じた縫
い方に関する知識を身につけてい
る。

製作に必要な材料や用具，縫い方な
どの基礎的な知識を身につけてい
る。
ミシンの調整の仕方や調子よく縫え
ないときの調節について説明でき
る。

７
・
８

・生鮮食品と加工食
品
・食品の表示
・調理の流れと手順
・調理実習

・観察
・学習プリント
・定期テスト
・調理実習

・食品添加物
・食品の保存
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５
・
６

・観察
・学習プリント
・学習内容記録表
・作品
・定期テスト

食品の選
択と調理

９

・観察
・学習プリント
・提出プリント
・定期テスト
・夏休みの課題

生活を豊
かにする
ために

・布を使った製作

住生活の
自立

・住まいの役割
・生活行為と住空間
・安全で安心な住ま
い
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